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事業継続計画（BCP）策定の基礎知識
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呉市、東広島市の製造業6社、7名にご参加いただきました

広島県の取組みに協力し、パンフレットを配布しました BCPに取り組んでいる企業を認証し、様々
なメリットが受けられる制度もできている

今後30年間に揺れに見舞われる確率を表
した地震リスクアセスメント表を配布

BCPの策定に必要な情報や、作業環境別
対策アイテムを掲載したパンフを配布

すでに大手企業では取引先に対して、BCPに関する詳細
なアンケートを実施している。

今回のセミナーは、特別編として事業継
続計画（以下BCP）策定をテーマにご講演
いただきました。
まず巨大地震の発生確率についての説
明があり、東南海大地震は過去の発生時
期から考えていつ起こってもおかしくない
状態で、しかも連動型巨大地震になる恐れ
があるとのことです。BCPとは、それらの脅
威による損失を事前に分析し、対策と導入
を行うことで非常時に事業継続を確実にす
るための行動計画です。
近年では国も力をいれておりBCPに取り
組んでいる企業には入札参加資格を与える
計画や、低金利で融資が受けられるなどの
メリットを付与しています。また大手企業で
は取引先にBCPに関するアンケートを実
施、取り組んでいない企業へは今後の取引
を減らす計画が進んでいるとのことです。
参加者からは「企業の存続にはBCPの
策定が不可欠だと分かった」「巨大地震、
特に東南海大地震がいつ来てもおかしくな
い状態なので早急に備えたい」「BCPの策
定後に起こった東日本大震災の被災企業
実例がとても参考になった。当社も早期に
復旧できる計画を立てたい」「我社の優先
すべき事業とは何かを相談しなければ」な
ど、貴重なご意見をいただきました。


